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講義支援システム JENZABAR の
平成22年度利用状況報告
寺 田 さゆり
講義支援システム JenzabarIMS における状況報告について，平成23年 2 月 8 日に開催された「第 6 回
e-Learning 研究会」において報告した。
. 学生利用者数
22年度の学生利用者は6,624名で，21年度の利用5,122名より1,502名の増員となった。ただし，21年度
利用者数は H21年 8 月時点でカウントしたものであるため，秋期のみの利用者は含まれていない。学生
利用者は講義支援システムの講義登録期間を除いた H22年 6 月 1 日～H23年 1 月31日までに一度でもロ
グイン記録のあった学生を集計したものである。
. 登録教員数の推移
登録教員数に関して，図 1 のような推移がみられる。追加人数はその年度の新規利用者であるが，1 月
から 3 月に新規で利用申請があった場合は次年度の講義利用とみなし，次年度の追加人数として加算し
た。本年度は 5 月にアジア学部において開催された利用説明会のため，21世紀アジア学部所属の専任教
員全員を登録したため，登録者数が増員された。実際のシステム利用は15名の増員である。
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図 講義数の推移
表 利用科目の推移
年 度 講義数 一般講義 情報処理科目 語 学
16 214 84 130
17 285 195 90
18 348 239 93 16
19 541 342 152 47
20 402 272 105 25
21 498 354 123（23名) 21（2 名)
22 641 430 163（23名) 48（8 名)
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. 講義数の推移
21年度の研究会でも報告したが，利用のない教員の登録数も増えていたため，19年度の講義登録は教
員登録者全員の講義を登録するのではなく18年度に利用があった講義のみ登録し，利用の無かった教員
に対しては継続の意向を確認後登録を行ったため，20年度からは継続利用の申請があった教員のみ講義
登録を行ったため講義数が減少した。20年度以降は利用教員の増加に伴い，利用講義数も増加している。
22年度の利用科目は通年127講義，春期254講義，秋期260講義である。通年科目の中でも，同一講義で
学年によって春期・秋期のセメスター制を含むものは，春期・秋期に分けて登録しているため，通年講義
数には含まれない。
. 利用科目の推移
22年度は語学担当教員が 2 名から 8 名への増員があり，講義数に増加があった。また，情報処理科目
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表 学部ごとの講義利用数
（ ）内は情報科学センター兼担教員数
学 部 講義数 春 期 秋 期 通 年 教員数
21世紀アジア学部 55 22 25 8 15(2)
体育学部 47 15 24 8 7(3)
政経学部 105 38 40 27 22(1)
法学部 48 8 5 35 28
文学部 43 18 19 6 6
理工学部 64 34 24 6 17
大学院 41 8 12 21 ―
合同科目 15 3 8 4 ―
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は担当教員数には変化は無いが講義数に増加があった。
. 学部ごとの講義利用数
. バージョンアップによる改善点
22年度のバージョンアップは次の通り。
1) Ver5.1 3 月のバージョンアップ項目
◯ シラバス・講義概要・掲示板に記載された URL の自動リンク
シラバス・講義概要・掲示板に書き込まれた URL が自動的にリンクされるようになった。
◯ ｢システムからのお知らせ」機能で，ファイル添付機能が追加
「お知らせ」機能で，システム管理者からのお知らせにのみ，ファイルを添付することが可能とな
った。
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図 対象機能で URL を記入すると自動的にリンクされる
図 お知らせの添付ファイル機能
（教員・講義からのお知らせには対応されていない）
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2) Ver5.2 8 月のバージョンアップ項目
◯ ｢講義コピー」公開設定選択機能追加
コピー対象機能の公開範囲をそれぞれ選択できるようになった。
◯ アップロード/ダウンロードテストの成績画面で，提出ファイルのファイルサイズ表示
提出された各ファイルのサイズが表示されるようになった。また，複数ファイルを選択した場合
は，選択した総ファイルサイズが表示される。
◯ コンテンツ一括登録
「シラバス」「配布資料」「WEB リンク」の各コンテンツの登録が，複数の講義に同時に行えるよ
うになった。
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図 対象機能別に公開設定が選択できる
図 選択された提出ファイルの合計サイズ表示
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図 登録する講義を選択
図 複数選択した講義にコンテンツを追加登録
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図 ログイン画面（iPhod Touch より）
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. その他の改善点
一括ダウンロードサイズの上限値変更
要望の多かった「テスト/課題のアップロード」で，提出ファイルの一括ダウンロードサイズの上限値
が16 MB から100 MB に変更となった。1 ファイルあたりの提出ファイルの上限値が20 MB ということ
もあり，サイズの大きいファイルが提出されると一括ダウンロードができず，ファイルサイズの表示もな
かったためトータル16 MB を超える場合は確認しながらダウンロードしなければならず，不便であっ
た。提出ファイルサイズの表示・選択したファイルのトータルサイズの両方が表示されるようになり，分
割しての一括ダウンロードが利用しやすくなった。
1 ファイルあたりのファイルサイズが大きい場合や，受講者数が100名を超える場合など，まだ充分な
上限値とは言えないため，引き続き課題の一つではある。
. 要 望 等
1) スマートフォンに対応してほしい
すべてのスマートフォンでの検証はしていないが，iPhone において，フォルダ参照など，ファイルの
追加以外の機能はスマートフォンのブラウザからでも操作が可能となっている。O‹ce ドキュメント，
PDF ファイルのリンクは，選択するとそのまま表示することも可能であった。
2) 一部の学生のみ，オンラインテストを受けさせたい
一部の学生のみ，テストを受験させる機能はないが，以下の順序で再受験機能を使うことにより，一部
の学生のみ受験させることができる。
◯ テストを開始日・時刻を現時点から数分に設定し，公開範囲を「非公開」として作成
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図 画面は配付資料の PPT ドキュメントを開いたもの
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◯ 設定した時刻を過ぎたら公開範囲を「常に公開」とし，再テスト設定画面にて，受けさせたい学生
を指定する
3) 授業評価アンケートを Jenzabar で行いたい
現在，アンケートのテンプレートに授業評価アンケート（アジア学部フォーマット）が登録されている。
教務では講義支援システムにて実施されたアンケート結果は集計していないようである。
